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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
小
劇
場
演
劇
の
現
在
・
未
来
」
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
が
学
園
祭
に
沸
く
十
一
月
五
日
、
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
修
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
制
作
者
、
実
作
者
、
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
、
現
代
演
劇
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
「
小
劇
場
演
劇
」
の
現
状
と
課
題
、
展
望
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
小
劇
場
演
劇
の
現
在
・
未
来
」
【
主
催
】
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
専
修
・
日
本
文
学
専
攻
【
共
催
】
立
教
大
学
日
本
文
学
会
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
、
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
【
日
時
】
二
〇
一
七
年
十
一
月
五
日
（
日
）
十
三
時
〜
十
八
時
【
会
場
】
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
太
刀
川
記
念
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
開
会
挨
拶
石
川
巧
（
立
教
大
学
教
授
）
趣
旨
説
明
後
藤
隆
基
（
立
教
大
学
教
育
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
「
近
現
代
演
劇
史
の
な
か
の
〈
小
劇
場
演
劇
〉」
後
藤
隆
基
（
同
前
）
「
ア
ン
グ
ラ
演
劇
か
ら
学
生
演
劇
、
そ
し
て
…
…
」
高
萩
宏
（
東
京
芸
術
劇
場
副
館
長
）
「
私
の
小
劇
場
活
動
」
早
船
聡
（
劇
団
サ
ス
ペ
ン
デ
ッ
ズ
主
宰
）
「
野
田
秀
樹
と
小
劇
場
運
動
―
―
『
贋
作
・
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
を
中
心
に
」
嶋
田
直
哉
（
明
治
大
学
准
教
授
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
司
会
・
石
川
巧
）
ま
ず
は
チ
ラ
シ
に
記
さ
れ
た
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
演
劇
史
を
ふ
り
返
る
と
幾
多
の
小
劇
場
演
劇
が
誕
生
し
消
え
て
い
っ
た
。
い
く
つ
か
の
作
品
は
、
よ
り
多
く
の
観
客
を
魅
了
す
る
演
劇
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
、
優
れ
た
表
現
者
た
ち
を
世
に
送
り
出
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
殆
ど
の
作
品
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
観
客
の
記
憶
に
残
る
だ
け
で
消
え
て
い
っ
た
。
小
劇
場
演
劇
は
自
由
で
多
様
な
表
現
世
界
を
も
っ
て
い
る
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
愉
し
さ
を
知
っ
て
い
る
の
は
劇
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ご
く
わ
ず
か
な
観
客
の
み
で
あ
り
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
勢
の
人
々
に
と
っ
て
は
永
遠
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
未
知
の
世
界
で
あ
る
。本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
こ
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
小
劇
場
演
劇
の
現
在
と
未
来
を
展
望
し
、
可
能
性
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
な
趣
旨
は
右
の
一
文
に
尽
き
る
。
演
劇
の
一
回
性
と
い
う
問
題
は
小
劇
場
演
劇
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
く
に
小
劇
場
演
劇
の
多
く
は
「
記
憶
」
に
残
っ
て
も
「
記
録
」
に
残
る
こ
と
が
少
な
い
。
ま
た
一
口
に
小
劇
場
演
劇
と
い
っ
て
も
世
代
や
環
境
で
受
け
と
め
方
、
定
義
の
仕
方
、
考
え
方
な
ど
は
様
々
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
小
規
模
の
劇
場
空
間
と
い
う
ハ
ー
ド
面
の
問
題
。
現
在
に
至
る
ま
で
多
様
化
・
細
分
化
し
て
き
た
劇
団
も
含
め
た
ジ
ャ
ン
ル
論
の
問
題
。
く
わ
え
て
〈
運
動
〉
と
し
て
の
小
劇
場
演
劇
と
い
う
問
題
―
―
等
々
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
立
ち
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
時
代
を
通
観
す
る
日
本
の
小
劇
場
演
劇
史
を
た
ど
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
眼
目
で
あ
っ
た
。
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ま
ず
後
藤
隆
基
は
、
小
劇
場
演
劇
の
「
現
在
」
と
「
未
来
」
を
考
え
る
た
め
の
「
過
去
」
の
検
証
と
し
て
、
幕
末
・
明
治
期
の
小
芝
居
や
川
上
音
二
郎
の
企
図
し
た
小
規
模
劇
場
で
の
試
み
、
築
地
小
劇
場
、
敗
戦
直
後
に
乱
立
し
た
群
小
劇
団
・
小
劇
場
と
い
っ
た
流
れ
を
、
い
わ
ゆ
る
小
劇
場
演
劇
の
前
史
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
。
次
い
で
高
萩
宏
氏
は
、
ア
ン
グ
ラ
演
劇
に
端
を
発
す
る
〈
小
劇
場
演
劇
運
動
〉
が
育
ま
れ
た
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
劇
壇
状
況
に
つ
い
て
、
制
作
・
興
行
側
の
立
場
か
ら
講
演
を
行
っ
た
。
高
萩
氏
は
明
治
期
以
降
の
教
育
制
度
の
中
に
演
劇
が
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
、
自
身
が
夢
の
遊
眠
社
を
運
営
し
て
き
た
体
験
や
、
海
外
の
小
劇
場
演
劇
（
大
劇
場
に
対
し
て
芸
術
的
な
創
作
を
行
う
）
と
は
異
な
る
日
本
の
小
劇
場
演
劇
の
特
異
性
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
一
九
六
〇
〜
八
〇
年
代
の
動
向
を
整
理
し
た
。
そ
ん
な
高
萩
氏
ら
が
つ
く
っ
て
き
た
舞
台
の
観
劇
を
ひ
と
つ
の
原
体
験
と
し
て
演
劇
を
始
め
、
小
劇
場
で
活
動
を
続
け
て
い
る
後
続
世
代
の
早
船
聡
氏
は
、
自
身
の
来
歴
や
主
宰
す
る
劇
団
サ
ス
ペ
ン
デ
ッ
ズ
に
つ
い
て
、
ゲ
ス
ト
俳
優
（
佐
藤
銀
平
氏
、柿
丸
美
智
恵
氏
、吉
牟
田
眞
奈
氏
）
に
よ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
舞
台
映
像
な
ど
に
よ
っ
て
作
品
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
等
を
実
践
的
に
、
か
つ
楽
し
く
見
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
劇
団
経
営
の
内
情
を
も
示
し
な
が
ら
、
小
劇
場
演
劇
の
一
劇
団
の
実
態
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を
述
べ
た
。
嶋
田
直
哉
氏
は
、
現
在
東
京
芸
術
劇
場
の
芸
術
監
督
を
務
め
る
野
田
秀
樹
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
歌
舞
伎
座
で
も
上
演
さ
れ
た
『
贋
作
・
桜
の
森
の
満
開
の
下
』（
一
九
八
二
年
初
演
）
に
つ
い
て
、
王
権
の
交
代
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
視
座
と
し
て
精
緻
な
作
品
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
作
業
を
通
し
て
、
夢
の
遊
眠
社
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
い
う
現
在
ま
で
を
射
程
に
入
れ
た
小
劇
場
演
劇
の
あ
り
よ
う
と
変
容
等
に
つ
い
て
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議
論
を
展
開
し
た
。
最
後
に
、
前
半
の
発
表
・
講
演
を
ふ
ま
え
て
、
登
壇
者
四
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
司
会
・
石
川
巧
）
が
行
わ
れ
た
。
小
劇
場
演
劇
を
実
践
す
る
上
で
の
経
済
的
問
題
、
教
育
（
殊
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
お
け
る
役
割
）
の
中
に
演
劇
を
位
置
づ
け
る
こ
と
の
必
要
性
、
小
劇
場
演
劇
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
問
題
、
劇
評
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
約
一
時
間
半
に
及
ぶ
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
現
代
演
劇
の
現
場
に
携
わ
る
高
萩
氏
と
早
船
氏
、
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
演
劇
専
門
誌
『
シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
』
編
集
長
と
し
て
演
劇
批
評
を
執
筆
し
続
け
て
い
る
嶋
田
氏
と
の
対
話
は
、
現
代
演
劇
の
状
況
を
多
角
的
に
捕
捉
す
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
。
フ
ロ
ア
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
若
い
世
代
の
俳
優
（
志
望
者
）
か
ら
の
演
劇
を
生
業
と
す
る
た
め
の
方
途
に
関
す
る
質
問
に
、
高
萩
氏
と
早
船
氏
か
ら
「
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
」
と
い
う
率
直
な
答
え
が
出
た
こ
と
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
く
わ
え
て
、
劇
団
が
生
き
残
る
（
あ
る
い
は
売
れ
る
）
た
め
に
は
優
れ
た
制
作
者
の
存
在
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
高
萩
氏
の
コ
メ
ン
ト
も
傾
聴
に
値
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
―
―
重
言
な
が
ら
―
―
狭
義
の
「
研
究
」
発
表
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
現
場
で
演
劇
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
表
現
者
／
証
言
者
の
声
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
研
究
と
実
践
の
横
断
的
な
議
論
の
場
づ
く
り
が
実
現
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
登
壇
者
の
う
ち
三
名
（
早
船
氏
、
嶋
田
氏
、
後
藤
）
が
立
教
大
学
日
本
文
学
科
（
現
・
文
学
科
日
本
文
学
専
修
）
の
卒
業
生
で
あ
り
、
そ
こ
に
立
教
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
東
京
芸
術
劇
場
か
ら
高
萩
氏
（
立
教
大
学
で
兼
任
講
師
も
担
当
）
を
招
い
た
こ
と
は
、
今
後
の
立
教
大
学
に
お
け
る
演
劇
研
究
の
可
能
性
を
考
え
る
う
え
で
も
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
（
文
責
・
後
藤
隆
基
）
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